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「クレーの『アトリエ』―1930 年代初頭のアトリエ素描を中心に―」 

藤本真帆（福岡県立美術館） 

 

1931 年、パウル･クレーは《アトリエのなかの平面》（1931 年／40）、《アトリエのなか

の垂直面と水平面》（1931 年／41）という 2 点のアトリエの素描を残している。この 2 点

の素描作品はクレーのアトリエの研究においてこれまであまり重要視されてこなかった。

クレーにおいてアトリエ画はアトリエ写真によって取って代わられており、アトリエ写真

に見い出される作品のほうが「アトリエ絵画」と名付けられ重要な考察の対象となってき

たためであろう。 

確かにクレーはいわゆるアトリエ画というものをほとんど残していない。しかし、数少

ないながらも、クレー自身がつけたタイトルの一部に「アトリエ」という言葉を含む作品

が 1931 年と 1932 年に集中して制作されていることは看過できない。 

本発表では、まず、先行研究を参考にしながら、クレーのアトリエ画に対する意識を探

る。アトリエ写真にみられるようにクレーがアトリエ画の枠組みに対して深い理解があっ

たことは確実である。 

ついで、1931年と 1932年に描かれたアトリエという語を題にもつ素描作品について、《ア

トリエのなかの平面》や《アトリエのなかの垂直面と水平面》を中心にクレーの書簡の記

述やアトリエの写真などと比較していくことで、当時、クレーが所有していたデッサウと

デュッセルドルフのアトリエ、どちらのアトリエを描いたものかについて検証する。 

さらに、これらのアトリエの素描に対照的な二つの描法が見出させること、二つを対比

させる意識が同時期の別の作品にも見いだせることを指摘する。 

最後に、クレーが置かれた当時の状況を整理しつつ、クレーの他の作品も踏まえながら、

何故クレーがこの時期にアトリエを描いたのか、対照的な描法を用いたのかについて考察

する。 

1930 年初頭はドイツ社会もクレー自身もクレーの環境も大きく揺れ動いた時期だった。

クレーのデッサウ･バウハウスからデュッセルドルフ美術アカデミーへの「転向」はクレー

の当時の試みの断念とも評されている。そのなかにあってクレーはある種の分裂の状態に

ありながら「パウル･クレー」の位置を模索しており、その振る舞いが 1930 年代初頭の一

連の「アトリエ画」のなかに表現されていることを本発表において指摘する。 


